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令和２年度 大仙市立横堀小学校学校報 ＮO．４８ 令和３年３月１９日

思い出のあのメロディー

学校教育目標「夢に向かって 心豊かに たくましく生きる子ども」
～“自分で考え みんなと創る” 楽しい ふるさとの学校～

緊急事態宣言による、休校明けの始業式からスタートした令和２年度の横堀小学校です。
そして、すぐにまた休校と感染予防対策の徹底。様々な行事や活動の制限も続いています。
「時間が無いのに、時間がかかる」
この相反する条件の中でしたが、「できることをやりましょう」という本校スローガン

のもとで、授業も学校行事も実施することができました。このことは、ご家庭のご理解と
ご協力があってこそできたことだと、心の底から感謝申し上げます。本当にありがとうご
ざいました。そして、担任の先生方を始めとする１６名の「チームたいようくん」という
先生方も、たくさんの難しさと苦しい中で、本当によく頑張りました。心の中で、ほめて
あげてください。
このように、みんなの“思い”の総合力で、田植えやなべっこ、運動会や学習発表会も

できました。冬の修学旅行にも行くことができました。
この難局の中でも、６年生を中心にして、校内には「たいようの 声と笑顔」が響き渡

りました。あいさつがとてもよくなりました。たくさんの自分から“発信”する姿も見ら
れるようになりました。
そして、今日は１年生から５年生までの全員に「修了証」を渡しました。みんな、とっ

てもいい顔で、少し自慢げでりりしく立派でした。本当に、うれしいうれしい瞬間でした。

たくさんの人がチャレンジしている「子ども読書通帳」
またまた表彰される人が増えています。次は、君の出番だ！

子ども読書通帳
２００冊賞 ３年 伊藤 愛深
１００冊賞 １年 伊藤 篤孝・長澤美咲 ５年 本間 彩華
５０冊賞 ２年 岸 真彩 ３年 原 心音

５年 長澤 明莉・長澤 一輝・草彅 美緒
※しばらく前の賞状が届きました。お知らせが遅くなってすみませんでした。
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３月１６日、この１年間「楽しい学校」を引っ張り続けて
くれた「きらり」学年１９名が中学校の制服に身を包んで、
旅立ちました。
式が終わってからは、これまた５年生がリードして門送りをしました。元気な声で心を

込めてエールを送りました。卒業式そのものも、様々な制約がある中でしたが、横堀小の
子どもたちには、つながる思いがあります。心が伝わる、とても素敵な卒業の日でした。

～ 卒業式の式辞より 抜粋 ～

純白の季節から、風和らぐ季節へ。「令和」の三度目の新しい春を迎えました。
誰よりも今日の日を喜んでいらっしゃる保護者の皆様ご卒業おめでとうございます。

今日は、これまでの１２年間の子育てに、“はなまる”をあげてください。
「きらり学年」１９名の皆さん、おめでとうございます。
始業式で宮沢賢治の詩にある「ソウイウモノ」として“夢の大切さ”を話しました。

そして、キーワードとして「できることをやりましょう」という言葉を伝え続けてき
ました。皆さんが創って、考えて学校を動かした「子ども版学校経営案」は大成功で
した。おかげで、たくさんの「楽しい学校」が実現しました。
そんな、最高学年となったこの１年、授業や学校行事で、部活動やスポ少活動でも、

多くのがまんをしてきました。
「本当に大事なものは隠れて見えない」
しかし、私は、この初めての経験の中で、心遣いや思いやりなど、その人の本当の

心が、これまで以上に見えるようになったと強く感じています。
ステージを見てください。皆さんが夢を実現する２０３０年に向けて、七色の虹を

表現しました。皆さんの色は、１９色。みんな違います。「嵐に負けず 雪に耐え」た
桜の枝には花咲いたもの、少しピンクになり、花咲く姿を予感させるもの。まだ固い
ままの緑のつぼみ。それぞれの早さで、自分の花を咲かせようとしています。
さて、中学校では、さらにいろんな素敵な色の人たちと出会い、自分の色も変化し

ていきます。紫色の人が、少し青みを増やすこともあるでしょう。黄色の人が金色に
変身することもあるはずです。
「虹を見たけりゃ ちょっとやそっとの雨は我慢しなくちゃ」

アメリカのシンガーソングライターの言葉です。
きらり学年の皆さんは、とっても素直で真面目ないい人たちばかりです。その強み

にプラスして、中学校生活では少しの雨を怖がらずに歩いてほしいのです。まちがい
や失敗という少しの雨は、皆さんの未来へのかけがえのない栄養になるからです。
心配しなくても、大丈夫。雲の向こうはいつも青空です。
「思いやりの笑顔いっぱい 優しいリーダー」（きらり学年の学級目標）
心は伝わります。心はつながります。
きらり学年の一人一人の中学校生活が「たいようくん」のように、きらきらと輝く

ものであることを心から願っています。


